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【研究活動の要約】 

「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」の施行に伴い、品質性能が担保された国産材

の需要の増大が予想される。日本には、その仕組みとして JASが存在するが、中小零細企業が多い京都

府では JAS認定工場は 2社のみと少なく、その理由としては、取得や維持に必要な費用・労力が中小零

細企業にとって大きいことが挙げられる。一方、他の自治体では、地域特性に合った独自の品質表示制

度が存在することから、費用・労力を軽減した品質表示制度の確立が急務である。そこで本研究では、

京都府の木材産業の活性化に寄与することを目的とし、京都の地域特性に合った品質表示方法を様々な

観点から検討するとともに、得られた結果を踏まえて品質表示方法(案)を作成した。 

【研究活動の成果】 

京都の品質表示方法を作成するにあたり、以下の聞き取り調査を行った。 

(1) 製材 JAS の品質基準および運用システムの調査 

(2) 他県の品質表示制度の策定過程および運用状況の調査 

(3) 京都府の品質表示方法に対する課題および要望の調査 

以上の調査結果をもとに、品質表示方法（品質基準および運用システム）を作成したが、その作成に

あたって、いくつかの問題点が生じた。その一例を以下に述べる。運用システムでは、JAS の取得や維

持に必要な費用および労力を軽減するため、JAS の第 3者機関による検査は採用せず、加工製材事業体

自身が行う自主検査を採用した。すなわち、「自己適合宣言を第 3 者機関が認証する」というシステム

である。しかしながら、現時点では、自主検査によって品質基準を満たした製品を供給し続ける体制が

全加工製材事業体において確立できるかについての保証はなく、検証が必要といえよう。そのため、自

主検査も含め、実際にこの制度を運用した際に生じる課題について、今後も必要に応じてさらに検討し

つつ、よりよい制度に仕上げていく予定である。  

【研究成果の還元】 

○ H22/3/23 京都市平安会館 関係者等約 80 名「京都府木材組合連合会講演会「地元産木材利用促

進に向けて」、研究代表者の基調講演による報告及びパネルディスカッション 

○ 渕上佑樹, 神代圭輔, 古田裕三：木材製品の製造プロセスにおける CO2排出量の評価--京都府産ス
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